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　高室町にある「高室家住宅」は、平成 31 年に復原修理が終わり、大切に保存・管理され
ている、全国でも例の少ない貴重な建造物。国の重要文化財にも指定されています。

とびだせ！市民レポーター!とびだせ！市民レポーター!

　“高室家”は、武田信虎公か
ら当地を与えられたと伝えら
れる家柄で、江戸時代初期か
ら代々医薬業を営んでいまし
た。日本各地に代官屋敷や豪
商の邸宅などの文化財建造物
は多く残っていますが、「高室
家住宅」のように、農家の住宅形式の中で医薬業も行っ

ていた特徴を残している例は少
なく、屋敷構えが全て残ってい
る点では、後世に遺していく上
で大変価値があるそうです。

今月の担当レポーター　中込 恒子

市民レポーターブログ 検索市民レポーターブログ
もご覧ください▶

【市ホームページ】

➡

　発掘や保存・修理工事、記録をひ
もとく作業は、とても大変だったと
思います。関わった方々の古きを温

た ず

ね、建物や資料に対する慈
いつく

しみの気
持ちが伝わってきました。私もいに
しえの甲府の勉強を続けていきます。

重要文化財 高高
た か む ろ け じ ゅ う た くた か む ろ け じ ゅ う た く

室家住宅室家住宅      ～文化財から伺える当時の暮らしぶり～
▲ 主屋を中心に、高室家が最も繁栄し

た明治 41 年当 時の 11 棟の建物が配 
されている

～ 市 立 動 物 園 ～～ 市 立 動 物 園 ～

まもなく 1 歳、 大きくなりました

　昨年５月16日に生まれたマゼランペンギンの「未来（ミクル）」
と、20日に生まれたアメリカビーバー４頭「あんこ、おはぎ、大
福、あんみつ」たちは、まもなく１歳の誕生日を迎えます。
　どちらも両親が子育てを頑張ってくれ、小さかった体もすっ
かり大きくなりました。とはいえ、大人になるにはどちらも約
２年かかります。これからも両親からいろいろと学んで、立派
に成長してほしいと願っています。

問市立動物園…☎０５５（２３３）３８７５

ホームページ休園中の動物たちの休園中の動物たちの
様子や最新の情報は様子や最新の情報は
コチラから▶コチラから▶

Facebook Twitter

リニューアル工事のため動物園は休
● ●

園しています（令和９年３月末まで）

甲府では、150 年以上前の幕末期に
はマグロやイカの刺身が食べられてい
た記録が残っており、高室家でも食さ
れていたと推察されています。また、
甲府中心部に電気が通じたのが明治
33 年であり、高室家住宅の建物の一
つである“新蔵”には、明治 41 年の建
築当初から電灯設備が備わっていたそ
うで、当家の財力の高さがわかります。
そんなに昔から甲府のインフラ整備が
進んでいたことにとても驚きました。

　敷地のまわりには水路が巡らされ、野菜や薬草を育
てたり、味噌や醤油などを“味噌蔵”に貯蔵していたり

と、滞りのない自給の生活
を送っていたことが見て取
れます。生業である医薬業、
文 化 人 の 方 の お も て な し、
屋敷神さまの祭祀、さらに
は約 200 年の間、医学の門
人育成にも尽力されていた
ようで、当時の暮らし全般
の充実ぶりが伺えます。

▲トタンだった屋根が、平成 31 年
     の修理で元の茅葺に復原された

▲ 主屋の一室を薬の調合所としてお
　り、箱階段や薬箪笥（くすりたんす）
　 などがつくり付けられている

▲敷地内には、戦国時代
に豪族屋敷だった名残
の盛り土が残っている

高室家住宅とは

当時の暮らしぶりが感じられる

意外と知らない甲府の歴史

◀高室家で処方していた「高室五香湯」の薬袋。
現物が残っている

見学を希望される方は、希望日の１週間前までに市歴史文化財課
にご連絡ください。☎ 055（223）7324【受付は平日８:30 ～17:00】

▲ 夏日が増えてきた甲府市。動物
たちも水浴びが気持ちよさそう♪

大好物のイモと

大好物のイモとリンゴをモグモグ

リンゴをモグモグ


